
特集



１

　

・「多文化共生センター東京 紹介 Video」, 2010 年（撮影：金紗愛）
・「Tabunka」, 2018 年（撮影：岩崎祐）
・「Yukio」, 2020 年（撮影：岩崎祐）

代表理事　枦木　典子

★ 当団体の代表枦木が講師を務めた台東区の人権講座の
　動画が公開されました。下記URL からご覧ください。
　・第一部　外国にルーツを持つ人々の人権
　　https://youtu.be/B1g3gjT2mWo
　・第二部　外国にルーツを持つ子どもたちの教育
　　https://youtu.be/3gNdjOzZjtU
※ 配信期間は 2021 年 10 月 31 日までです。
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　10 月 31 日（土）、今年も新宿コズミックセンター 5階の研修室で「日本語を母語としない親子のため
の多言語高校進学ガイダンス」( 以下、進学ガイダンス ) を、新宿未来創造財団との共催で行いました。
　この進学ガイダンスは、2001 年から毎年、当センターのほか、NPO団体や高校教員など 11 団体で構
成した実行委員会を中心に、年に 6地域で開催しています。例年、7月と 10 月末に開催しています。し
かし、新型コロナウイルス感染症拡大のため、今年は 7月の開催を見合わせました。
　10 月については、状況を見て開催を決定しました。コロナ感染防止のためこれまでのやり方を大きく
変更して実施しました。

　例年は、当日参加制で毎回 100 名を超える生徒、
家族のみなさんが参加していました。しかし、今
年はそれができないので、事前予約制に変更しま
した。
　あわせて、これまで会場で行っていた全体説明
の時間を無くし、1時間での入れ替えを 3回実施し
て、できる限り多くの人が会場で相談できる形を
とりました。

　また、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、
参加にあたって事前に体調を確認してもらうお願いや一
組の人数の制限など、様々な注意事項を来場前に確認し
てもらうということが生じたのも大きな変更点でした。
　このような準備を経て開催した進学ガイダンスに、
29 家族 58 名が相談に訪れ、国別では、中国、ネパール、
フィリピン、インド、インドネシア、韓国、スペイン、
ベトナムの８か国の外国にルーツを持つ子どもと家族が
参加しました。

　今回の進学ガイダンスの相談予約は、中学 1年生や 2年生からも申し込みがありましたが、定員制の
ために 3年生を優先しました。今年は特に情報を得られる手段や機会が限られているなか、高校の選び
方や入試の種類等について、高校教員や支援団体のスタッフの話を、通訳を交えながら熱心に聞いてい
て、終了後のアンケートでは、「高校や入試のことをたくさん知れました。ここに来てよかったです。」
という声もいただきました。

　今年の進学ガイダンスは、10 月の新宿会場をもって全て終了となりましたが、情報を得られる機会が
限られている状況は今も続いています。当センターやガイダンスのHPでは、東京の高校に進学したい
生徒のための情報を随時更新しています。
・多文化共生センター　HP　　　　　　　　　https://tabunka.or.jp/　
・多言語高校進学ガイダンス in Tokyo　HP　　http://www.tokyoguidance.com
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◆ 取り組み 1：土曜日の学習支援、オンラインでもスタート！　

参加のしやすさ

★ この取り組みは、突然このような状況になってしまい、これまで以上に学習に困っている子どもたちを
　サポートするためにできることを探して開始されました。課題も多くある一方、参加のしやすさから毎回
　予約を入れてくれる学習者がいるなど、こうした形での支援を求める方も多いので、改善を重ねながら、
　今後も継続する必要があることを確認することができました。   ( 信田 )
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◆ 取り組み 2：高校支援事業がスタート！

                     

◆ 外国籍の高校生の教育体制充実について、文部科学省は 　
　2023 年度にも日本語指導を正式な単位として認める方針。
→ 現状は通常の授業とは別に学校ごとの判断で放課後などに
　実施している。
◆ 単位を認めるに当たり教員や指導方法といった要件の検討も
　進める。
◆ 高校でも「特別の教育課程」を導入できるよう、指導する教
　員や授業のコマ数、指導の方法などの要件を 21 年度中に検
　討する。学校教育法施行規則を改正した上で 23 年度にも単
　位として認められるようにする。
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　杉並校は１１月に新しい生徒が４人入室して日本語２のクラスができました。日本語２
の生徒たちは、ひらがな・カタカナを頑張って勉強しています。
　日本語１の生徒たちは１０月中旬に「白雪姫」を勉強しました。そしてお妃や鏡、ナレー
ターなどの配役を決めてサレジオ教会の神父様やスタッフの方、杉並校の先生方の前で音
読劇を発表しました。みんな大きい声で役になり切って上手に発表ができました。
　さて、教科書では、白雪姫が森で暮らしているところに、りんご売りのお婆さんがやっ
てきて、白雪姫にりんごを一口かじらせるところで終わっていますが、その続きを自分で
考えて作文にするまでが課題です。音読劇の後、それぞれ作文を発表したのですが、１人
読むたびに笑いが起こり、大変楽しい発表会になりました。そして皆さんから「どの作文
もとてもユーモアがあって良く書けていた」と褒めていただきました。どんな話だったか、
ここで２つだけ簡単にご紹介します。
◆ Y くん　『白雪姫と小人たちはお腹がすいていたので一緒にりんごを食べました。普通の
りんごだと思って食べたら、白雪姫はどんどん背が小さくなり、小人の背はどんどん大き
くなりました。白雪姫は驚いて逃げてしまい行方が分からなくなってしまいました。』
◆ J さん　『白雪姫がりんごを食べると、りんごの種が胃の中で育ち１か月後白雪姫の鼻や
耳、口からりんごの茎や枝が出てきました。白雪姫の美しさは台無しになり、ついにお妃
はこの世で一番美しい女の人になりました。』
　他の生徒の作文もみんな面白かったです。数か月で、頭の中のいろいろなアイディアを
日本語で発表出来たことにとても感心しました。（杉浦）
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　11 月。感染防止のために開けた窓からは晩秋の冷たい空気が入ってきます。生徒たちは
厚手の上着を着たまま熱心に授業を聞いています。
　荒川校の教室Ⅳでは 5ヵ国 10 名の生徒が学んでいます。8名いる男子はみんなとても
元気で、ホームルームの挨拶はまるで男子校のような響きです。
　生徒たちの年齢は一番上と下では 10 歳近く違います。多文化へ来る前はアルバイト生
活を送っていた兄貴分の生徒たち。非漢字圏出身の彼らは、日常会話は上手ですが読み書
きはとてもゆっくりです。一方、漢字圏出身の弟分たちは読み書きが得意だけれど言葉は
スムーズに出てきません。それぞれが足りないところを補い、助け合いながら日々の授業
に取り組んでいます。
　今月から始まった「面接練習帳」の授業では教室のあちこちから「先生！」「先生！」
と声があがってきます。いろいろな経験をしてきた分、伝えたい想いがいっぱいあります。
私たちも彼らの話をゆっくり聞き、その気持ちにあう言葉を一緒に探していきます。
　コロナ禍での窮屈な生活はまだ終わりが見えていません。いつか彼らが大人になって
2020 年を振り返る時、一番先に浮かぶ思い出がフリースクールの仲間たちの笑顔であっ
てほしいと心から願っています。 ( 小森 )

　荒川区との協働事業による「ハートフル日本語適応事業」は、新型コロナウイルスの感
染者増加に伴い、学校の閉鎖とともにハートフル日本語適応事業も 3 月から授業が休講と
なった。     
   通室による初期日本語受講の生徒７名と補充学習指導の 2 名の生徒たちは、来日直後で日
本語も儘ならず、毎日が戸惑いと苦痛の日々であったにちがいない。指導スタッフと生徒
たちとの繋がりは電話を介して家庭学習の状況や健康の確認に終始した。 
　6月後半になってようやく授業が再開になった。３ヶ月間の空白を感じさせない生徒たち
の明るく元気な声が教室に響きわたり、対面授業が出来る喜びを生徒たちと共に共有しあっ
た。     
　当初の通室生徒７名は所定の期間 3か月を終了し、そのうちの２名と補充生徒の 2名は
既に補充期間を終了し、現在、通室で学んだ生徒たち 5名は補充学習の生徒として日本語
を意欲的に学び、楽しんでいる。日常会話も一段と身につけていく日々を散見するにつけ
生徒たちの頑張りを頼もしく思う。     
　加えて、通室期間が今年度から 1 か月加算され 3 か月に設定されたことは、生徒たちが
余裕をもって日本語を向上させる一因になっていると思われる。  
　今年度のハートフル受講生徒の中で数名の生徒たちが高校進学を目指している。自信を
もって栄光に向けて頑張れ ！！（根岸）
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　今年は、例年のような恒例のイベントができず、6月に行われたスポーツ大会のようなことができると
いいなと長いこと思っていましたが、なんとまたスポーツセンターでできることになりました。
　今回は、パントマイムです。誰にとっても初めての経験です。「どんなことするのだろうね。」と行きの
バスの中でもわくわくでした。現地に着いて杉並の生徒たちと合流するとかなりの人数です。なかなか交
流の機会もなく今年の生徒の勢揃いかと嬉しくなりました。
　さてパントマイムですが、講師パントマイムシアター SOUKI 代表江上さんの方の素晴らしい演技の後、
激しめのストレッチから始まり、基本的な動作の練習そして音楽にのせての実技指導。初めはみんなちょっ
と恥ずかしがっていましたが、そのうちオリジナルな動きを加えたり、と乗り出してきました。何度も行っ
たバトルの様なチームごとのパントマイム実技合戦でもうみんな汗びっしょり。またまた教室では見られ
ない個性豊かな彼らの一面を見られました。最後まで誰もが笑顔で本当に楽しそうでした。
　ご指導をいただいた先生やご支援企業の皆様、「パントマイム」というなかなかできない体験を通して
みんなが共に楽しい時間を過ごせたことを心から感謝致します。
　生徒達も自分の進路を見出し、それに向かって日々頑張り始めました。これから厳しい季節になります
が皆様のご健康をお祈りしつつ新たな幸せな年に向かって邁進いたしましょう。( 藤井 )

　2015 年まで、ずっと、中国で生活しました。
　自身の関係で来日しました。その当時は、「あいさつ」や「五十音表」という言葉すら話せなかった。
文法、語彙、文章などを勉強するのがとても大変でした。それに来たときは、高校受験がありました。
どうしたらいいのかわからないとき、友達が、「多文化共生センター東京」を紹介してくれました。そこ
でいろんな外国人やボランティアと一対一で、日本語を勉強したり、会話したりしていました。私は、
学校の環境や学習環境を見て、とても感動しました。
　そして、その年の 4月から、たぶんかフリースクールに通いました。新しい同級生と一緒に希望に満
ちた学習が始まりました。毎日、漢字を覚えたり、文章をたくさん読んだり、日本語の模擬テストをし
たりしました。暑くても、あきらめずに，頑張りました。9月から、日本語が国語に変わりました。私
は国語の文章理解がとても苦手です。何回勉強しても、文章理解が上手にならないです。困ったとき、
担任の先生が一生懸命にやさしい日本語で説明したり、一緒に文章を読んだり、問題を解いたりしてく
れて、感謝しました。とても辛かった一年間でした。その代わり、たくさんのことを学びました。自分
の成長になり経験や知識になることなど。
　来日して 4年後、たぶんかフリースクールと都立浅草高等学校を卒業していました。現在、多文化共
生センター東京のインターンの一員になっています。
　私の夢は、自分の小さな力がより多くの人々を助けることと人に役に立つような仕事をすることです。

平田　美雪 さん  
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　多文化共生センター東京では、外国にルーツを持つ子どもたちのために、
多言語の『中学理科学習用語集』を、株式会社セールスフォース・ドット
コムからの寄付により作成しました。

◎ 日本の中学校で学ぶ理科の学習用語に、
　 中国語と英語の訳がついています。
◎ 説明はやさしい日本語で、漢字の読み方
     （ルビ）もついています。
◎ 物理編・化学編・生物編・地学編・環境編の
      全 136 ページ、カラーです。

　この用語集は、中学生だけではなく、高校生や基本用語を学びたい社会人にも参考になります。
ぜひご活用ください！

       　　＜使っていただいた方の感想＞
◆ 全ページカラーで大変見やすく、ポイントが
　簡潔にまとめられていて、サポートをしてい
　る子供達の学習に役立つと思います。
　( 学習支援者の方より )
◆ 中国から来日してまもない生徒が、理科の時
　間に教科書の上に載せて、熱心に読んでいま
　した。( 中学校の先生より )

　多文化共生センター東京では、数学の用語集（中国語版，英語版，ポルトガル語版，ベトナ
ム語版，タイ語版）を 2016 年度に発行して授業に役立ててきました。この流れを受けて、理
科の用語集を作ろうということになり、2019 年度に７名の編集委員会を編成し作業を開始しま
した。
　当初は絵図の著作権の問題などを議論していましたが、中盤からは「外国から来た生徒にとっ
てやさしい日本語表現はどうしなければならないか」の議論に変わっていきました。
　理科の用語集（中国語・英語版）を授業で使ったときの生徒の感想に，中学３年生の生徒で、
学校では日本語を聞いて英語に書き直しているが、これがあるととても良いと発言してくれた。
他の生徒も、調べるのに便利だ、いろいろ学べる、わからないことが分かるようになった、大
切にしようと思う、等の前向きな感想ばかりでした。

◆ 600 円（郵送の場合は 800 円）
◆ 購入は、ウェブサイトからお申込みください。
　 https://tabunka.or.jp/tagengokyouzai
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